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NACSIS-CAT/ILLシステムの
Z39.50対応

• Z39.50とは

• 外部システムの検索
– Z39.50クライアント機能

• 外部システムからの検索
– Z39.50ゲートウェイサーバ機能

• Z39.50の仕組み
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なぜZ39.50対応するのか

• NACSIS-CAT/ILLからの外部Z39.50サー
バ利用
– グローバルILL参加システムの検索利用

– 海外書誌ユーティリティを参照ファイルとして
利用

• 外部Z39.50クライアントからの総合目録デー
タベース利用
– グローバルILL参加システムからの検索利用



平成13年度新CAT/ILLシステム説明会－資料2

国立情報学研究所 2

3

Z39.50とは

• 情報検索用プロトコル

• ISO 23950:1998
• JIS X 0806:1999 情報検索（Z39.50）応用

サービス定義及びプロトコル仕様

• 書誌情報の検索のための専用プロトコル
→ 書誌情報以外の情報検索にも利用
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Z39.50とは

• 利用者は，自分で馴染んだインターフェース
で，種々のデータベースを検索できる（利用
者志向）

• クライアント・サーバ環境で利用できる

• これまでのデータベース検索の特徴である
探索状態の保持ができる

• （慶應義塾大学，上田氏論文による）
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Z39.50とは

6

外部システムの検索
（Z39.50クライアント機能）

• RLG，OCLC等海外書誌ユーティリティのZ
サーバが対象

• 新CAT/ILL参照ファイルとして利用可能
– USMARC形式で取得

– NACSIS-CATP形式に変換
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Z39.50クライアント機能
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Z39.50クライアント機能

• 各クライアントの対応
– クライアントでファイル名を指定可能とする必

要あり

• スキーマバージョンの変更なし

• 2001年度末に導入予定
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外部システムからの検索
（Z39.50ゲートウェイサーバ機能）
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Z39.50ゲートウェイサーバ機能

• OCLC，RLGからの検索利用を想定

• 2001年6月プロトタイプ公開・評価中

• Z39.50機能

– 当面は基本機能に限定



平成13年度新CAT/ILLシステム説明会－資料2

国立情報学研究所 6

11

Z39.50ゲートウェイサーバ機能

• 検索対象ファイル
– 図書書誌・所蔵ファイル

– 雑誌書誌・所蔵ファイル

– プロトタイプでは，教育用データベースのみ

• レコード形式
– USMARC (MARC21)形式

– NACSIS-CATP形式

– SUTRS
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Z39.50ゲートウェイサーバ機能

• 文字セット
– UTF-8
– JIS2022JP
– EUC

• 利用申請
– 機関名，利用内容・目的等を連絡
– http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/INFO/newcat/z3950/z3950-

spec1.html
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仕様解説
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Zクライアント（Znavigator）によるZ39.50ゲートウェイサーバの検索
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Z39.50の仕組み

• 転送データ単位
– APDU：応用プロトコルデータ単位

– 要求APDU，応答APDU

• 機能（サービス）
– init（開始），search（探索），present（表示）

– delete（削除），scan（走査），sort（並び替え）．．．
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Z39.50の仕組み

• 属性集合：Attribute set（探索の対象等）
– Bib-1（書誌情報検索のための属性集合）

• use属性：Personal name, Corporate name, Title, 
ISBN,…

• structure属性：phrase, word, year, …
• relation属性：equal, less than, greater than, ...
• truncation属性：right truncation, do not truncate, ...

– Exp-1（データベース説明）
• Database Name, Date added, Producer, Supplier... 
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Z39.50の仕組み

• レコード構文：Record syntax（表示形式）
– USMARC
– UNIMARC
– SUTRS（Simple Unstructured Text Records:プレ

インテキスト）
– GRS（Generic Record Syntax)
– NACSIS-CATP

18

Z39.50の実例

• LC，BL，OCLC，RLG．．．

• MIT，Oxford大学，Boston図書館．．．

• 東京工業大学，図書館情報大学．．．

• 慶應義塾大学，早稲田大学．．．
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LCのZサーバ (1)

20

LCのZサーバ (2)
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RLGのZサーバ (1)
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RLGのZサーバ (2)
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慶應大のZサーバ (1)
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慶應大のZサーバ (2)


